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表 1 内村の訪問先
東京 長野 栃木 大阪 北海 千葉 神奈 京都 兵庫 静岡 宮城 新潟
87  31  17  16  16  13  12  9  8  6  5  5
茨城 埼玉 山形 福島 群馬 石川 岡山 岩手 山梨 愛知 長崎 八丈島









西暦(元号) 年 月 日 場 所 目 的 備 考
1899(明治 32年) 39  4月 27日 上田 講演 演題「最大問題」
4月 28日 長野 観光 善光寺を見る
1900(明治 33年) 40  8月 15～18日 上田 講演 演題「基督教的人生観の一斑」
8月 19日 上田 説教
8月 20日 小諸 講演 演題「吾人の採用する道徳の種類」
10月 16日 上田 講演 演題「日本の将来と信州人の天職」
10月 18日 小諸 学術演説
1901(明治 34年) 41  9月 22～24日 穂高(研成義塾) 講演 演題「真理の攻究法」，三回連続講演
9月 25日 松本 講演 演題「信州に入るの理由」
9月 26日 小諸 講演 演題「新時代の最大欲求物」
1902(明治 35年) 42  3月 28日 小諸 講演 理想団小諸支部発会式にて講演
5月 21日 小諸 講演
5月 22日 上田・小諸 講演
1903(明治 36年) 43  4月 2日 上田 講演 演題「宗教の必要」
9月 19～21日 穂高(研成義塾) 講演 三回連続講演
1905(明治 38年) 45  9月 2～6日 小諸 伝道
9月 4日 浅間山 登山
1906(明治 39年) 46  10月 17日 小諸 講演 演題「新らしき誡め」
1910(明治 43年) 50  10月 15日 穂高(研成義塾) 講演 演題『教育の基礎としての信仰」
1916(大正 5年) 2月 8～9日 小諸
7月下旬～8月 7日 追分 滞在
7月 30日 小諸・上田 講演・説教
演題「汝らも亦去らんと意ふ
乎」
1917(大正 6年) 57  4月 22日 下諏訪 講演 演題「義なるキリスト」
10月 17日 別所 『聖書の研究』読者会に出席
1918(大正 7年) 58  8月 24～25日 軽井沢 講演
1920(大正 9年) 60  9月 1～4日 木曾・諏訪 伝道
1921(大正 10年) 61 7月 6日～9月 15日 沓掛 滞在
8月 2日 小諸 演説 小諸小学校浅間山研究会において
8月 4日 小諸 講演 演題「芸術として見たる人の一生」
1922(大正 11年) 62 7月14日～8月13日 沓掛 滞在
8月 10日 軽井沢 講演 演題「猶太人と日本人」
8月 11日 軽井沢 研究会出席 聖書教授法研究会に出席
8月 21～9月 14日 沓掛 滞在
8月 26～27日 沓掛 講演 『聖書の研究』読者会にて講演
1923(大正 12年) 63  8月 5日 軽井沢 講演 演題「宗教と実際生活」
7月 20日～9月 2日 沓掛 滞在 関東大震災のため帰京
1924(大正 13年) 64  9月 6～13日 沓掛 滞在 滞在中『羅馬書の研究』刊行
1925(大正 14年) 65  6月 9日～11日 沓掛
7月 24日～9月 9日 沓掛 滞在
1926(昭和元年) 66  7月 26日～31日 沓掛 滞在
7月 30日 軽井沢 講演
8月13日～9月15日 沓掛 滞在













































の排斥され、1898（明治 31）年、研成義塾と称する私塾を設立した。井口が 1900（明治 33）年 7月、
東京角筈の内村の自宅を訪ねた時、内村は研成義塾の存在と井口の教育思想に大きな関心を示し、
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木村熊二は 1842（弘化 2）年、桜井右門の二男として京都に生まれ、10歳で木村琶山の養子とな
り、1867（明治 2）年、25歳の時に米国留学を経験している。東京において明治女学校を創立し、










































































































































































西暦(元号) 年 主 な 出 来 事
1879年(明治 12) 1歳 ・東筑摩郡広丘村吉田に生る。父由蔵、母ぬいの長男、家は農業
1885年(明治 18) 7歳 ・この年吉田学校に入学
1893年(明治 26) 15歳 ・村井学校高等科卒業
1894年(明治 27) 16歳 ・吉田学校の受業生となり教育界に入る
1898年(明治 31) 20歳 ・長野県師範学校に入学。校長正木直太郎、教師に高橋白山、高嶋平三郎、
浅井洌あり、薫化を受ける











1905年(明治 38) 27歳 ・上高井郡川田尋常高等小学校に復職 主席訓導として小泉鶴松校長を補佐
する
1909年(明治 42) 31歳 ・伝道者か教職への復職かで苦悩す(中略)上京し植村正久に復職の決意を告
げる 師は強く伝道せよと命ずるも固辞して去る
・東筑摩郡会田尋常高等小学校訓導兼校長に任ぜられ着任す








1915年(大正 4) 37歳 ・『信濃教育』第 349号に「信州教育の真意」を寄稿す
1916年(大正 5) 38歳 ・東筑摩郡和田人上高等小学校訓導兼校長に任ず
・東筑摩教育界常任委員に当選
・この年より昭和 10年まで連続信濃教育会代議員となる
1921年(大正 10) 43歳 ・東筑摩郡島内尋常高等小学校訓導兼校長に任ず
1923年(大正 12) 45歳 ・信濃教育会の評議員となる 以後 4年に及ぶ
・東筑摩教育会副会長に選任さる





1925年(大正 14) 47歳 ・一年間空席の塩尻尋常高等小学校訓導健校長に突如任ぜらる
・期するところあり退職す
1927年(昭和 2) 49歳 ・東筑摩郡片岡尋常高等小学校訓導兼校長に復職する
1933年(昭和 8) 55歳 ・長野市での連合校長会で「人格」を提唱す「從って天に至る」
1934年(昭和 9) 56歳 ・午後東穂高村に講演「人格を信州教育の第一義とす」
1936年(昭和 11) 58歳 ・退職辞令を手にす 放課後これを語る「凡てよろし御栄の為也」
1937年(昭和 12) 59歳 ・豊州村にて午後一時より「信州教育の真意」人格主義を説く 60名
1947年(昭和 22) 69歳 ・NHKラジオで「信州教育の真意」を放送す
1948年(昭和 23) 70歳 ・長野県教育委員選挙に立候補す(中略)「負けて勝つものなり」と、落選す
1952年(昭和 27) 74歳 ・東筑摩教育会館の落成式に参列 内村先生の語を説く「時、所、位の論」
1953年(昭和 28) 75歳 ・「信州の使命果して如何」林虎雄知事に上申す
1954年(昭和 29) 76歳 ・坂井村の成人式にて「日本人の使命＝信州の使命」を語る
・心臓衰弱により浅間の寅居にて召天
※ 「年譜」手塚縫蔵遺稿集刊行会編『手塚縫蔵遺稿集』，pp.209-255より作成
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